
令和３年度　生活環境部当初予算（一般会計）要求の概要

（単位：千円）
区　　　分 ２年度当初予算額

10,716,274

　Ⅰ　要求のポイント
安心
１　おおいたうつくし作戦の推進

【基本方針】

（１）豊かな自然との共生と快適な地域環境の創造

（２）循環を基調とする地域社会の構築

（３）地球温暖化対策の推進

（４）すべての主体が参加する美しく快適な県づくり

２　安全・安心を実感できる暮らしの確立

【基本方針】

（１）人に優しい安全で安心な交通社会の実現

（２）消費者の安心の確保と動物愛護の推進

（３）食の安全・安心の確保

（４）健全な食生活と地域の食をはぐくむ食育の推進

成年年齢の引下げを見据えた若年層向けの教育・啓発を充実するとともに、消費
生活相談員の確保・育成を進めます。

　ＳＮＳの活用やあらゆる世代に向けての環境教育の取組により、環境保全活動か
ら地域活性化を図る県民総参加のうつくし作戦を推進します。

　安全・安心が実感できる暮らしの確立に向けた様々な取組を進めます。交通安全
については、若年層を中心に自転車の安全利用に取り組みます。また、消費者の安
心については、複雑多様化・深刻化する消費者トラブルの未然防止対策を行いま
す。加えて、ＨＡＣＣＰ導入による食の安全・安心の確保と健全な食生活のための
食育を進め、引き続き「新しい生活様式」の定着に向けた対応にも取り組みます。

県民の安全な自転車利用に向け、自転車保険の加入促進や若年層を中心に自転車
ヘルメット着用などの啓発を行います。

事業費 11,607,212 890,938 8.3% 

本県の豊かな天然自然を守り、活用した取組を進めるとともに、プラスチックご
みの削減や温暖化緩和策に加え、気候変動への備えなど、県民とともに持続可能な
社会の構築に向けた取組を進めます。加えて、環境保全活動から地域活性化を図る
県民総参加のうつくし作戦を着実に進めます。

食品事業者へのＨＡＣＣＰ導入と導入後のフォローアップを進めるとともに新し
い生活様式定着のため、｢安心はおいしい｣サイトの利用を促進します。

高校や大学と連携した若い世代への食育を推進するとともに、食育人材バンクを
活用し郷土料理などの食文化を学ぶ機会を提供します。

３年度当初要求額 増減額 増減率

第５回「山の日」記念全国大会を開催するほか、アウトドア志向の高まりも追い
風に、祖母・傾・大崩ユネスコエコパークや日本ジオパークを生かした地域資源の
魅力発信や受入環境の整備に取り組みます。

　企業等と連携したプラスチックごみなど廃棄物の新たな処理体制の構築によるリ
サイクルを進めるなど循環社会の構築に向けた取組を進めます。

２０５０年ＣＯ２排出実質ゼロに向け、県民一体となり、更なるＣＯ２削減につ
ながる取組を進めます。あわせて、研究機関等と連携し地域の気候変動予測や影響
予測を作成し、気候変動の影響に備えます。



３　人権を尊重し共に支える社会づくりの推進

【基本方針】

（１）人権を尊重する社会づくりの推進

４　多様な主体による地域社会の再構築

【基本方針】

（１）未来を担うＮＰＯの育成と協働の推進

（２）小規模集落対策とネットワーク・コミュニティの形成

５　強靱な県土づくりと危機管理体制の充実

【基本方針】

（１）大規模災害等への即応力の強化

（２）災害に強い人づくり、地域づくりの推進

活力
６　女性が輝く社会づくりの推進

【基本方針】

（１）女性の活躍推進と男女共同参画社会の構築

発展
７　生涯にわたる力と意欲を高める「教育県大分」の創造

【基本方針】

（１）信頼される学校づくりの推進

（２）青少年の健全育成

　配偶者やパートナーからの暴力や性暴力は、コロナ禍の社会不安も背景に増加す
ることも懸念されているため、相談しやすい体制づくりや暴力の根絶に向けた教育
啓発等に取り組みます。

民間コールセンターの活用やブロック別相談会の開催等によるＤＶ・性暴力被害
者のための相談体制の充実強化を図るとともに、若年層向けの教育啓発等を推進し
ます。

　頻発・激甚化する豪雨災害や緊迫度が増している南海トラフ地震に備えるため、
令和２年７月豪雨の教訓も踏まえ、市町村など関係機関との連携強化はもとより、
民間活力や先端技術も活用した、より実効性のある防災・減災対策を推進します。
また、地域の防災士や自主防災組織等との更なる協力を進め、地域の防災力を高め
るとともに、コロナ禍においても持続可能な啓発活動等を行います。

　地元の防災士や福祉団体等と協力し、訓練など、地域に根ざした防災活動を通じ
て、地域防災力の更なる強化を図ります。併せて、防災情報を配信する「県民安
全・安心メール」を強化し、ＳＮＳも活用した情報発信システムを構築します。ま
た、市町村や住民と協力し、感染症対策を踏まえた避難所運営訓練や、女性視点の
避難所運営に向けた取組を進めます。

　市町村等と連携した実践的な防災訓練の実施に加え、民間企業や大学等の研究機
関と連携し、ドローンやＡＩ・ＩｏＴなどの先端技術を活用した災害対応の仕組み
を構築します。さらに、県内の消防職員の実践力を向上するため、消防学校の教育
力を強化します。

　人口減少社会の進行により地域コミュニティ機能が低下する中、地域の課題を住
民や行政とともに解決することができるＮＰＯとの協働を更に推進します。あわせ
て、小規模集落の水問題解決に向けた取組を支援します。

地域で活躍しているＮＰＯの活動が周知できるよう情報ツール「おんぽ」等によ
る広報を強化するなど、ＮＰＯの活性化を支援します。

　小規模集落における安全で安心な水の確保に取り組む市町村を支援します。

男女がともに責任を分かち合い、その個性と能力を十分に発揮できる社会の実現
を図るため、固定的役割分担意識の解消に引き続き努めるとともに、経済界とも連
携し、女性が働きやすい環境の整備やスキルアップの支援を行います。

女性の視点を活かした社内プロジェクトに取り組む企業への支援や、先駆的な
ロールモデル等の広報を強化します。また男性の家事参画を促進するためのセミ
ナー等を行います。

児童生徒一人ひとりの希望や能力･適性に応じた私学教育の充実に向け、ＩＣＴ活
用教育など私立学校の教育条件向上につながる取組などを支援します。また、ひき
こもりやニート等社会的自立に困難を抱える若者とその家族を支援するため、体制
の充実を図ります。

私立学校における魅力ある学校づくり、保護者負担の軽減、学校経営の健全性確
保のため私立学校を運営する学校法人に対し、運営費を助成します。

ひきこもり支援体制強化のため、市町村の相談窓口従事者等のスキルアップや専
門機関との連携に向けた他職種専門家チーム設置など、相談機能の充実を図りま
す。



　Ⅱ　事業体系（県政推進指針）

　１　安心　－健やかで心豊かに暮らせる安心の大分県－

（４）おおいたうつくし作戦の推進

①豊かな自然との共生と快適な地域環境の創造

②循環を基調とする地域社会の構築

③地球温暖化対策の推進

④すべての主体が参加する美しく快適な県づくり

（５）安全・安心を実感できる暮らしの確立

①犯罪に強い地域社会の確立

②人に優しい安全で安心な交通社会の実現

③消費者の安心の確保と動物愛護の推進

④食の安全・安心の確保

⑤健全な食生活と地域の食をはぐくむ食育の推進

（６）人権を尊重し共に支える社会づくりの推進

①人権を尊重する社会づくりの推進

（７）多様な主体による地域社会の再構築

①未来を担うＮＰＯの育成と協働の推進

②小規模集落対策とネットワーク・コミュニティの形成

57,325

「山の日」記念全国大会開催事業 48,595

祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク推進事業 15,618

おおいたジオパーク推進事業 14,735

新 地域気候変動対策推進事業 39,461

３Ｒ普及推進事業 19,217

新 循環イノベーション創出事業 34,047

循環社会構築加速化事業

大気環境監視推進事業

11,930

18,158

海岸漂着物地域対策推進事業 192,897

動物愛護協働推進事業

おおいたＨＡＣＣＰトータル支援事業 36,572

新 「安心はおいしい」活用促進事業 3,850

おおいたうつくし作戦推進事業 20,033

安全・安心まちづくり連携推進事業 8,115

消費生活安全・安心推進事業

26,602

ＮＰＯ協働推進事業 8,189

小規模給水施設水源確保等支援事業 106,714

女性に対する暴力防止推進事業 43,361

人権啓発推進事業 20,777

新 おおいたの新たな食育推進事業 22,506

特殊詐欺等被害防止対策推進事業 6,990

新 優しいマナーと思いやりの運転県おおいた推進事業 3,924



（８）強靱な県土づくりと危機管理体制の充実

①大規模災害等への即応力の強化

②災害に強い人づくり、地域づくりの推進

　２　活力　－いきいきと働き地域が輝く活力あふれる大分県－

（７）女性が輝く社会づくりの推進

①女性の活躍推進と男女共同参画社会の構築

　３　発展　－人を育み基盤を整え発展する大分県－

（１）生涯にわたる力と意欲を高める「教育県大分」の創造

①信頼される学校づくりの推進

②青少年の健全育成

（注）事業名前の「新」は新規事業を示す。

　令和３年度　生活環境部当初予算(一般会計）要求に対するご意見をお寄せください。

　　ｅ－ｍａｉｌ：a13000@pref.oita.lg.jp（生活環境部生活環境企画課）

私立専門学校修学支援事業

私学振興費 3,676,625

女性が輝くおおいたづくり推進事業 27,601

私立高等学校等就学支援事業 2,418,661

私立高等学校授業料減免支援事業 276,636

310,826

大分県少年の船運航事業 48,546

青少年等自立支援対策推進事業 47,939

新 高機能消防指令センター共同整備支援事業 838

県庁防災体制強化事業 76,707

67,650消防学校教育力強化事業

市町村避難所運営等強化事業

防災行動定着促進事業 43,057

2,202

新 地域防災力強化支援事業 33,312



（部局名：生活環境部） （単位：千円）
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2
祖母・傾・大崩ユネスコ
エコパーク推進事業

　ユネスコエコパークに登録された祖母・傾・大崩地域の環境保全及
び自然と共生した地域振興を図るため、宮崎県や関係市町と連携し魅
力発信等を行う。
　【新】気軽に楽しめる自然散策路のマップ作成等による情報発信
　【特】野外活動施設等の受入環境整備の支援

自然保護推進
室

令和３年度　当初予算（一般会計）要求の主な事業概要

事　業　名

令和３年度
当初要求額

事　業　概　要 所管課
令和２年度
当初予算額

1
「山の日」記念全国大会
開催事業

　山の恵みに感謝するとともに、美しく豊かな自然を守り、次の世代
に引き継ぐため、第５回「山の日」記念全国大会の開催を通じて、大
分の山や温泉など豊かな自然の魅力を県内外に発信する。

自然保護推進
室

3
循環イノベーション創出
事業

　プラスチックごみや焼却灰など廃棄物のリサイクルを進めるため、
県内市町村や企業と連携し、新たな処理体制を構築する。

循環社会推進
課

4
海岸漂着物地域対策推進
事業

　海岸の景観や環境を保全するため、「大分県きれいな海岸づくり推
進計画」に基づき、プラスチックや流木等をはじめとする海岸ごみの
回収・処分を実施する。

循環社会推進
課

7
優しいマナーと思いやり
の運転県おおいた推進事
業

　交通事故の発生を抑止するため、自動車や自転車による交通事故の
状況や世代に応じた交通安全対策を実施する。

生活環境企画
課

5
地域気候変動対策推進事
業

　２０５０年ＣＯ２排出実質ゼロに向け、家庭・業務・運輸部門にお
ける排出削減による温暖化緩和の取組を強化するとともに、気候変動
の影響に備えるため、研究機関等と連携し、地域別の気候変動や影響
予測の作成を行う。

うつくし作戦
推進課

6
おおいたうつくし作戦推
進事業

　美しい自然と快適な地域環境を将来の世代へ継承するため、「ま
ち・ひと・なかま」づくりをテーマに「おおいたうつくし作戦」を展
開する。
　【新】ＳＮＳを活用したうつくし作戦の取組拡大

うつくし作戦
推進課

11
女性に対する暴力防止推
進事業

　女性に対するＤＶや性暴力をなくすため、若年層等に向け効果的な
啓発や研修を実施するとともに、被害直後から中長期的な支援を行
う。
　【特】おおいた性暴力救援センター「すみれ」の相談機能強化
　　　（２４時間３６５日化）

県民生活・男
女共同参画課

10

　健全な食生活と食文化の理解を進め、健康で豊かな生活を実現する
ため、食育における、学校や家庭、地域と連携した取組やインター
ネットを活用した取組を推進する。

食品・生活衛
生課

8
消費生活安全・安心推進
事業

　複雑多様化・深刻化する消費者被害の未然防止や、トラブルの解決
を図るため、ライフステージに応じた消費者教育の実施と、消費生活
相談員の育成など相談体制を充実する。
　【特】消費者教育コーディネーターによる若者向け教育の充実

県民生活・男
女共同参画課

9
おおいたＨＡＣＣＰトー
タル支援事業

　食の安全・安心の一層の確保のため、食品の製造・加工過程におけ
る衛生管理手法であるＨＡＣＣＰの導入を進めるとともに、導入後の
定着に向けた取組を支援する。
　【新】ＨＡＣＣＰ自己診断システムの開設

食品・生活衛
生課

おおいたの新たな食育推
進事業

新

特

新

新



（部局名：生活環境部） （単位：千円）

令和３年度　当初予算（一般会計）要求の主な事業概要

事　業　名

令和３年度
当初要求額

事　業　概　要 所管課
令和２年度
当初予算額

8,189

(13,844)

76,707

(75,505)

838

(0)

33,312

(0)

43,057

(3,519)

2,202

(1,580)

27,601

(18,720)

3,676,625

(3,676,625)

2,418,661

(2,424,483)

276,636

(270,096)

310,826

(143,448)

12 ＮＰＯ協働推進事業

　ＮＰＯ、行政、企業等、多様な主体での地域課題解決に向けた協働
を推進するため、体制強化に取り組むとともに、情報ツール「おん
ぽ」を活用し、ＮＰＯ活動の情報を発信する。

県民生活・男
女共同参画課

13 県庁防災体制強化事業
防災対策企画
課

15 地域防災力強化支援事業

　地域防災力の向上を図るため、地域における防災活動の要となる防
災士のスキルアップ等を行うとともに、地域の防災士や福祉団体等と
連携した避難訓練を実施する。

防災対策企画
課

　大規模災害時において災害対策本部等が効果的に機能し、応急対策
業務が迅速かつ的確に実施できるようにするため、令和２年７月豪雨
の教訓を踏まえ、県庁防災体制を強化する。
　【特】外部の防災関係機関とのシステム連携による災害対応支援
　　　　システムの強化

16 防災行動定着促進事業

　災害時に各自が適切な避難行動をとれるよう、平時の啓発や、災害
時の適切な情報発信を行う。
　【特】防災啓発動画やＣＭの作成
　【特】ＳＮＳの活用による防災情報や避難情報の迅速・確実な発信

防災対策企画
課

14
高機能消防指令センター
共同整備支援事業

消防保安室

　災害情報・活動情報の一元管理、相互応援の迅速化による消防力の
維持・強化を図るため、市町村が県全域の１１９番通報を一元的に処
理する高機能消防指令センターの共同整備・運用を支援する。
　（参考：市町村）実施設計（Ｒ３）、工事着手（Ｒ４～５）

17
市町村避難所運営等強化
事業

　市町村における迅速かつ的確な避難者支援及び住民主体の避難所運
営を図るため、避難所運営体制強化につながる体験型研修等を実施す
る。
　【新】感染症対策を考慮した避難所運営訓練の実施
　【新】女性視点からの避難所運営の実施
　【新】避難所運営体制に携わる防災士等のリスト化

生活環境企画
課

18
女性が輝くおおいたづく
り推進事業

　女性が活躍でき、男女が共に働きやすい社会の実現を図るため、経
済団体と連携し、企業、女性、家庭の意識改革を促すセミナー等を実
施するほか、男性の家事参画を促進する。
　【特】女性視点を活かした社内プロジェクト支援
　【特】男性の家事力アップセミナー開催や家事手帳の作成

県民生活・男
女共同参画課

19 私学振興費

　私立学校の教育条件の向上と経営の健全性確保等を図るため、学校
法人等に対し運営費を助成する。

私学振興・青
少年課

20
私立高等学校等就学支援
事業

　私立高校生等の保護者の経済的負担を軽減し、意欲ある高校生等の
教育を受ける機会を確保するため、授業料を助成する。

私学振興・青
少年課

21
私立高等学校授業料減免
支援事業

　国の授業料実質無償化の対象とならない世帯における私立高校生の
保護者の経済的負担を軽減するため、授業料減免を行う私立高校に対
し助成する。

私学振興・青
少年課

22
私立専門学校修学支援事
業

　専門学校生の経済的負担を軽減し、意欲ある若者の私立専門学校に
おける修学を支援するため、授業料及び入学金の減免を行う学校法人
等に対し助成する。

私学振興・青
少年課

新

新



（部局名：生活環境部） （単位：千円）

令和３年度　当初予算（一般会計）要求の主な事業概要

事　業　名

令和３年度
当初要求額

事　業　概　要 所管課
令和２年度
当初予算額

47,939

(39,855)

※ 　　は「新規事業」、     は「ポストコロナ社会創造枠事業」

23
青少年等自立支援対策推
進事業

　ニートやひきこもり、就労等社会的自立に困難を抱える当事者及び
家族等を支援するため、おおいた青少年総合相談所及びひきこもり地
域支援センター等を運営する。
　【特】医療・心理等の専門家で構成する｢多職種専門チーム｣の設置

私学振興・青
少年課

特新



（部局名：生活環境部） （単位：千円）

8
防災対策企画
課

地域防災力向上支援事業

・
・

11 消防保安室 県央飛行場機能強化事業

・
・

・
・

令和２年度の単年度事業として実施
県内自治体や企業と連携し、より実効性のあるプラスチックご
み対策等を行うため、新たに「循環イノベーション創出事業」
に組み替えて要求

13,107

10
防災対策企画
課

防災モニター活用推進事
業

・
・
・

令和元～２年度の２か年事業として実施
所期の目的を達成したため廃止
取組成果を踏まえ、「県庁防災体制強化事業」に同様のメ
ニューを追加して要求

5,046

平成３０～令和２年度の３か年事業として実施
事務事業評価結果（Ｃ評価）を踏まえ、事業効果等を検証し、
「地域防災力強化支援事業」に組み替えて要求

31,657

9
防災対策企画
課

防災意識向上疑似体験啓
発事業

・
・
令和元～２年度の２か年事業として実施
事務事業評価結果（Ｄ評価）を踏まえ、事業効果等を検証し、
「防災行動定着促進事業」に統合して要求

令和３年度　当初予算（一般会計）要求における廃止事業

所管課 事　業　名 廃　止　理　由
２年度

当初予算額

1,885

31,2072
うつくし作戦
推進課

気候変動対策推進事業

・
・
・

令和元～２年度の２か年事業として実施
事務事業評価（Ｄ評価）を踏まえ廃止
新たに地球温暖化の緩和策と適応策を充実させた「地域気候変
動対策推進事業」に組み替えて要求

1
生活環境企画
課

高齢者交通安全対策推進
事業

・
・
平成２８～令和２年度までの５か年事業として実施
県内で発生する自動車や自転車による交通事故の状況等に応じ
た交通安全対策を充実させるため、「優しいマナーと思いやり
の運転県おおいた推進事業」に組み替えて要求

・
・
・

5,398

6
循環社会推進
課

産業廃棄物広報・啓発推
進事業

・
・
平成２３～令和２年度までの事業として実施
効果的な事業を実施する観点から、事業体系を整理し、「循環
社会構築加速化事業」などに統合して要求

10,502

4
食品・生活衛
生課

おおいたの食育ステップ
アップ事業

3
自然保護推進
室

祖母・傾・大崩ユネスコ
エコパーク宇目地域誘客
促進事業

5

平成３０～令和２年度の３か年事業（地域課題枠）として実施
所期の目的を達成したため廃止
事業成果を踏まえ、「祖母・傾・大崩ユネスコエコパーク推進
事業」に統合して要求

7
循環社会推進
課

プラスチックごみ削減推
進事業

・
・

食品・生活衛
生課

食肉輸出検査体制強化事
業

・
・

2,946

116,383

平成２９～令和２年度の４か年事業として実施
所期の目的を達成したため廃止

10,808

平成３０～令和２年度の３か年事業として実施
県産和牛の輸出増加に伴う検査精度の維持・向上のため、新た
に「食肉輸出検査体制高度化事業」に組み替えて要求

平成３０～令和２年度の３か年事業として実施
事業効果等を検証し、新たに若者への対策を強化するため、大
学等と連携した食育などを行う「おおいたの新たな食育推進事
業」に組み替えて要求

18,183


